
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）

９．追加評価（任意記載）　
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35,174

様々な媒体を通じ広く県民に対し制度の周知を図り新規登録を促進する。Ｈ２７から県政広報番組によるテレビを通じた広報を開始、Ｈ２８も継続。
優良団体等への表彰についてもＰＲし、新規登録や活動継続の一助とする。
登録団体名入りの表示板を活動地域の沿道に設置している（希望する団体のみ、約300団体分を設置済）。今後も希望する団体についてはすべて設置し、制度の周知と
活動団体のモチベーション向上につなげていく。

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）
登録団体認定数だけでなく、登録人数について
も増加しており、制度ＰＲ等の取り組みの成果
が表れている。
（登録人数）
Ｈ２４年度：１７，２９０人
Ｈ２５年度：１７，８３５人
Ｈ２６年度：１８，５４２人
Ｈ２７年度：１８，８９５人
　また、１団体あたりの登録人数が増加してい
ることから、各認定団体においても新規参加者
を募集するなどし、活動を拡大しようとしてい
ることが覗える。

　なお、登録団体の報告に基づく実績は次のと
おり。
（活動実績）　美化延長　　　草刈面積
Ｈ２４年度： 828.7km      992,312㎡
Ｈ２５年度： 835.2km      992,499㎡
Ｈ２６年度： 828.2km      986,697㎡
Ｈ２７年度： 845.1km      980,320㎡
　各団体のボランティア意識に支えられ、安定
した成果が上がっている。
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前年度実績 今年度計画
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指標名
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30年度 31年度年度 27年度

登録団体認定数は着実に増加しており、県民のボランティア意欲や道路愛護意識の高さを表している。
一方で、団体数の伸びは頭打ち傾向であり、今後は、実際に活動する団体を確保することが課題となり、９割の実働率維持を目標とする。
　Ｈ２１年度：５４５団体（対前年度　＋９９団体）　　　　　　Ｈ２６年度：６４７団体（対前年度　＋１５団体）うち実働は５４６団体（実働率84.4%）
　Ｈ２２年度：５９２団体（対前年度　＋４７団体）　　　　　　Ｈ２７年度：６４９団体（対前年度　＋　２団体）うち実働は５６５団体（実働率87.1%）
　Ｈ２３年度：６１５団体（対前年度　＋２３団体）
　Ｈ２４年度：６１８団体（対前年度　＋　３団体）
　Ｈ２５年度：６３２団体（対前年度　＋１４団体）

うち一般財源（千円） 0 0

達成率

87.1

％

％

実績値

取組目標値

－

事　業　費（b）（千円） 30,560
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事務事業評価シート

目
的

（１）対象 道路利用者・地域住民

（２）意図 大切な公共施設である道路を守り大切にする意識の向上

・ハートフルしまね（道路部門）
　道路を安全かつ快適に利用できるよう、清掃や美化等のボランティア活動に意欲を持つ団体を認定し、協働していく。
・道路愛護団体等表彰事務
　道路愛護意識の普及を図るため、道路愛護に貢献のあった個人及び団体を表彰する。

評価実施年度： 平成２８年度

28年度 29年度

90.0 90.0

事務事業の名称 道路愛護意識等啓発事務

事務事業担当課長 道路維持課長　山崎泰助 電話番号

上位の施策名称
施策Ⅱ－５－１
道路網の整備と維持管理

実働団体率
目標値

ハートフルしまね（道路部門）の各年度末における認定団体数の
うち、年度内の活動実績報告があった団体数の割合

・当該制度が広く県内に定着してきたことの表れともいえるが、一方で、同様の活動をしていながら登録
されていない団体も存在する。
・構成員の高齢化等もあり、思うように活動できない団体もある。

・制度を知らずに活動している同種団体への周知。
・新規登録のみでなく、登録済みの団体による活動の拡大や継続へ向けたモチベーションの確保。

％

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

②改善策を実施した（実施予定、一部実施含
む）

実績値

達成率
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・課（室）内で事務事業評価の議論を行うにあたっては、本評価シートのほか、必要に応じて、「予算執行の実績並びに主要施策の成果」や既存の事業説明資料などを活用し、効率
的・効果的に行ってください。
・上記「５．評価時点での現状」、「６．成果があったこと」、「７．まだ残っている課題」、及び「８．今後の方向性」について、議論がしやすいように、「５．評価時点での現状→６．成果が
あったこと」、又は「５．評価時点での現状→７．まだ残っている課題→８．今後の方向性」が一連の流れとなるよう、わかりやすく、ストーリー性のあるシート作成に努めてください。

－

・登録団体認定数の増加が徐々に頭打ちとなりつつある。
・美化や草刈りに係る活動について、安定して実績はあがっているものの、団体数や人数の増加ほどには
伸びていない。

６.成果があったこと（改善されたこと）


